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「今月の海」 三保海岸（静岡県）  

 静岡県三保半島の三保海岸は、天の羽衣伝説で有名な三保の松原があり、2013 年に富士山とその周辺の世

界文化遺産の構成部分として、登録された。三保半島の弓形をした砂嘴と青い海に富士山とクロマツ林が組み

合わさった景観が多くの観光客を呼んでいる。だが、この海岸も砂浜の侵食が進み、海岸に消波ブロックが置

かれていたが、世界文化遺産の審査の過程で、この消波ブロックは世界文化遺産に相応しくない景観であると

指摘され、景観と砂

浜侵食に対応する

という矛盾した要

求に対応して、消波

ブロックを L 型突

堤に変える工事を

行った。日本平・三

保の松原県立自然

公園にも指定され

ている。浜は礫浜で

太平洋に面して波

は高く生き物の気

配はあまりない。ア

カウミガメの上陸

産卵が昔は頻繁に

あったが、近年では

数年に 1 頭程度に

なった。この浜で見

られるアカウミガ

メとハマボウフウ

は、捕獲・採取が禁じられている。美穂（三保）神社は、地元では三保大明神として知られ、500ｍも続くク

ロマツの並木道が参道で「神の道」と呼ばれている。神社の裏に樹齢 600 年という羽衣伝説の松がある。 

（静岡県三保海岸にて  向井 宏撮影） 

http://e-amco.com/
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1.「海の生き物を守る会」の活動について 
 

来週 2 月 9 日(日)に 

海の生き物を守るフォーラム 2020 を開催 
 

 

 

 

 

 

海の生き物を守るフォーラム 2020  

「地球温暖化と海の生き物の未来」 

ΒẀҲ ♅  Ẏ˲ ̑  

ѝ Ẁ Ồ  
 スウェーデンの少女グレタさんは、国連で涙ながらに訴えました。気候変動＝地球温暖化は大人の責任だと。

私たち大人は今、気候変動と温暖化の責任を未来の世代から問い詰められています。海の生き物も様々な形で

絶滅への道を進んでいます。私たちは何をどうすれば、その責任を果たすことが出来るでしょうか。あなたが

考えている、もしくは実践している責任の取り方を教えてください。自分の生き方、生活を変えることから地

球温暖化を少しでも遅らせることができるかもしれません。寄せられたアイデアをもとに 2 月 9 日に開催され

るフォーラム 2020 で、議論したいと考えます。 

 

2020 2 9 10:00 16:00 

 JR 10 108-8477 4-5-7 
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プログラム（予定） 

10:30-10:40 開会挨拶 

向井 宏（海の生き物を守る会） 

 

総合司会 志村智子 

10:40-11:10 講演 1 

「温暖化が水産重要種の回遊生態と再生産戦略に与える影響」木村伸吾 

（東京大学大気海洋研究所教授） 

11:10-11:40 講演 2 

「地球温暖化と海洋酸性化と海の生き物の未来」藤井賢彦（北海道大学大学院環境科学科准教授） 

 

11:40-12:10 講演 3 

「温暖化時代に海の生き物が直面していること～サンゴ礁を中心に～」安部真理子 

（日本自然保護協会） 

12:10-13:10 昼食休憩 

13:10-13:40 講演 4 

「気候変動と災害と海の生き物の多様性」田中 克（舞根森里海研究所所長） 

 

13:40-14:10 講演 5 

「気候変動と砂浜・干潟・藻場生態系～ブルーカーボンは地球を救えるか？」 

向井 宏（海の生き物を守る会） 

14:10-14:20 休憩 

14:20-15:20 総合討論 

15:20-15:30 閉会挨拶 志村智子（日本自然保護協会） 

主催：海の生き物を守る会・日本自然保護協会 

後援：日本湿地ネットワーク 

 

 

 

海の生き物を守る会総会を開きます 

海の生き物を守るフォーラム 2020 のあと、同じ会場で海の生き物を守る会の 2019 年度終了に伴う総会を開

きます。会員はぜひ参加してください。また、この機会に会員になろうと思う人、様子を見たいと思う人も総

会を見学されることを歓迎します。 אל Ыṓ ῬП ו ϥᵃ

╥ ῬП 委任状の様式は問いません。 

日時：2020 年 2 月 9 日（日）16:00～16:30 

場所：東京海洋大学楽水会館（JR 品川駅から徒歩 10 分）※フォーラムと同じ会場 

 

 
総会終了後、品川駅近くで懇親会を予定しています。 

多くの会員の参加をお待ちしています。 
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「わだつみ 海の生き物情報誌」２号を発行！ 
 

 

 海の生き物を守る会では、海の生き物についての研究論文・データ・情報・論評・調査報告・意見・書評・

その他などあらゆる記事を気楽に掲載できる PDF 雑誌「わだつみ 海の生き物情報誌」創刊号を 2019 年 1

月に刊行し、そして、今年 1 月 15 日に第 2 号を発行しました。多くの投稿があり、第 2 号は創刊号の 2 倍

のボリュームになりました。 関心のある方、読んでみたい方は、海の生き物を守る会のホームページから

ダウンロードしてください。購読（当面は無料）はこちらから → http://e-amco.com 

 

 さらに 3 号の原稿も募集しています。原稿が集まり次第、第 3 号を発行します。 投稿要領は、「わだつ

み」の巻末をご覧ください。 

 

原ᴖ稿はわだつみ編集部 hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp 向井 宏までお送りください。なお、この雑誌は個々

に配信はせず、ホームページからダウンロードしてご覧いただきます。また、この雑誌の編集委員も募集し

ています（現在 2 名）。投稿をお待ちしています。ご意見などもお寄せください。 

 

海の生き物を守る会 わだつみ編集部  hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

᷀ 331 180  
 海の生き物を守る会では、全国の砂浜海岸で生物調査を進めてきました。危機的な状況が続いている砂浜と

その周辺に棲む生き物のために、日本の砂浜を取り戻そうと計画された調査です。調査は誰にでもできる方法

で計画されていますので、少しでも多くの人が多くの海岸でこの調査に参加していだけるようにお願いいたし

ます。当会のホームページには、ワードファイルで調査の方法書と報告用紙も掲載しています。これらはダウ

ンロードできます。 

 

 これまでに会員や非会員の皆さまから331枚の調査票が寄せられ、全国180カ所の砂浜で調査が行われまし

た。全国の砂浜調査にするには、まだまだ多くの海岸での調査が必要です。また、同じ海岸でも調査をする度

に、違った情報が得られます。調査を積み重ねていくことが必要です。まだ調査が1カ所も行われていないの

は、秋田、山形、岩手、福島の東北4県です。ぜひご協力をお願いいたします。調査のやり方について不安を

お持ちの方は、当会が実施している各地での研修会に、一度参加することをお薦めします。 

 

http://e-amco.com/
mailto:hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp
mailto:hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp
http://e-amco.com/research


 

6 

 
 

 
●辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会の活動について 

 海の生き物を守る会は、生物多様性を誇る沖縄県名護市の大浦湾・辺野古沖の埋立に反対して、

「辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会」に参加しています。 

 

Вֿ̈  ˘  ֒

Э  

  追悼文 

生駒研二さまのご逝去を悼みお悔やみを申し上げます。 

私たちは、５年前に「辺野古に埋め立て用の土砂を送らせない」ために結成した

「全国連絡協議会」です。 

研二様はこの運動にいち早く参加して下さり、熊本県内、さらには天草の沢山の

人々の賛同を得て、一貫して大きなお働きをなさいました。昨年からは、共同代表

のお一人としてお力を尽くされ、全国の方々から頼りにされ、愛されてきました。

その「生駒さん」のご逝去は、悲しく悔しく、心えぐられる思いです。 

生駒さんの心優しく、繊細にして大胆な活動は御所浦で大きな成果を挙げられ、

一貫して私たちをリードし、勇気づけてくださいました。その「生駒さん」を失っ

た私たちは、今絶望の淵にいます。 

しかし、生駒さんがつけてくださった運動の道筋を、これから私たちが引き継い

でいかなければなりません。これからも私たちを見守っていてください。 

ご冥福をお祈りいたします。 

辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会 

  共同代表 阿部悦子 大谷正穂 

 

 

 

 

辺野古埋立反対パンフを購入して応援してください 

 
 活動を広めるためにパンフレットを発行しています。 

1 部 500 円をカンパとしていただいています。故郷の山を守

り、辺野古の海を守る手立ての一つとして、この活動に賛同

する意味からも、ぜひご購入をお願いします。 

 

 

 

 

★ご希望の方は送り先・部数を下記までお知らせください。 

向井 宏 hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp 

 

 

1 部 500 円＋送料のお振り込み先：ゆうちょ銀行

19230-2848391 ﾑｶｲﾋﾛｼ  3 部以上お申し込みの方は、 

送料無料とします。 

 

 

 

 お知らせコーナー 

mailto:hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp


 

7 

 

好評販売中！ 
 

●砂浜フィールド図鑑（１）『日本のハマトビムシ類』 

●砂浜フィールド図鑑（２）『北海道の海浜植物』 

●砂浜フィールド図鑑（３）『砂浜のカニ類』 

 

 

 

 海の生き物を守る会では、砂浜海岸生物調査を一般の

人々に呼びかけています。調査に役立てていただくため、

「砂浜フィールド図鑑」シリーズとして、 

① どの浜辺にも必ず見かけるハマトビムシ類 

② 北海道限定の塩性植物 

③ 砂浜によく見られるが同定が難しいカニ類 

の図鑑をそれぞれ刊行しています。 

 

A5判 14ページ。①と③は 1冊 100円で頒布しています。

②は 200 円です（送料別途）。会員には 1 冊に限り無料

でお送りします（送料のみご負担ください）。 

 

★ご希望の方は下記までお知らせください。 

向井 宏 hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp 

 

代金＋送料のお振り込み先： 

ゆうちょ銀行 19230-2848391 ﾑｶｲﾋﾛｼ 

※ 3 冊とも同サイズです 

mailto:hiromuk@mtf.biglobe.ne.jp
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編注： このニュース欄の情報源はマスコミ・団体の会報・その他多岐にわたります。海の生き物に関する最新情報

を共有するため、事実と思われる内容を紹介し、それについて必要と思われる範囲で論評もしています。文責者名を

記事毎に明記しますが、独自の裏付け調査をしているわけではありません。その点は、ご承知おきください。 

読者からの投稿も大歓迎です。 

3. 海の生き物とその生息環境に関するニュース 
 

 

 

【国際】 

●中国が使い捨てプラスチックを使用禁止 ＥＵ並に 
海洋プラスチック汚染が問題になる中で、海洋にもっとも多くのプラスチックを流出させているとされる中

国では、2025 年までに使い捨てビニール袋や使い捨て食器の使用を禁止することを発表した。使い捨てビニ

ール袋の配布はすでに禁止している。今回の発表によると、今年（2020 年）には、一部の都市で実施し、2022

年までにはプラスチック使用量を大幅に減少させるとしている。ちなみにプラスチック使用量が世界第 2 位の

日本では、世界のプラスチックごみ対策から周回遅れと指摘されている。日本の環境行政は本当に情けない。 

（文責：向井 宏） 

 

●ウミガラスらが大量死 熱波の影響か 
アメリカのワシントン大学のジュリア・パリッシュ博士は、科学誌「プロスワン」に発表した論文で、2015

～16 年に北太平洋に発生した熱波によって、餌不足に陥ったウミガラスが約 100 万羽死亡したと報告した。

鳥類では最大規模の大量死の報告である。博士によるとこのような熱波は比較的新しい現象で、明らかに気候

変動に関係していると述べている。この期間、北太平洋に発生した暖水塊「ブロブ」と強力なエルニーニョが

重なり、海洋熱波が生じたという。その影響で魚類の分布が変わり、それまでの海域で餌を摂っていたウミガ

ラスが大量に死亡し、痩せ衰えたウミガラスが北米太平洋岸に打ち上げられた。また、海鳥のエトピリカやア

メリカウミスズメ、アシカ、ヒゲクジラ類なども大量死した。（文責：向井 宏） 

 

 

【東北】 

●更田委員長が「環境への影響は考えられない」 汚染水放出で 
福島第一原発に溜まり続ける放射性物質で汚染された地下水などを処理した水の処分を検討している経済

産業省の小委員会で、薄めて海洋放出する案と、蒸発させて大気中に放出する案の 2 案を中心に議論を進める

という提言がなされたことについては、多くの批判が出されている。しかし、原子力規制委員会の更田豊志委

員長は、「基準が守られれば、環境や健康、農水産物などへの影響は考えられない」と述べて、海洋放出をし

た方がより効率的だという認識を示した。更田委員長のこの認識は、環境や生き物への影響を考える素質がな

いことを表している。「影響は考えられない」のではなく、「影響を考えることができない」のだろう。 

（文責：向井 宏） 

 

 

●セシウム 29 兆ベクレルが川から海へ 
日本原子力研究開発機構は、1 月 15 日に東京電力福島第一原発の事故で環境中に飛散した放射性セシウム

のうち、事故から半年間に河川を通して海へ流れ出た量が、約 29 兆ベクレルと推定されると発表した。推定

に使用した計算モデルは、福島県内 6 河川で測定された放射性物質濃度の結果を基にして計算するもので、こ

の推定結果は、大気から海へ落ちた量や原発構内から直接海に流れ出した量に比べれば、100 分の 1 ほどで量

的には少ないとした。しかし、大気から降下したり原発から直接流出したりする放射性物質は、事故直後にも

っとも多くなるのに比べて、河川から海への流出は、かなり長期にわたって続くことを考えれば、半年間だけ

の推定で河川からの流出が少ないとの結論は、あまり意味が無い。（文責：向井 宏） 
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投稿をお待ちしております 

メールマガジン「うみひるも」では、 

海の生き物に関するニュースやイベント情報を募集しております。 

ご意見やご感想もお気軽にお寄せください。 

便利な投稿フォームは、こちら↓ 

https://goo.gl/GjWIjL 

写真等は「うみひるも編集部」メールアドレスへ。hirumo@live.jp 

【中四国】 

●上関埋立免許取り消し訴訟で、広島高裁は祝島漁師の控訴棄却 
山口県上関町長島に原子力発電所の建設計画を進める中国電力に対して、予定地の対岸の祝島に住む漁業者

ら 43 人が、山口県に対して公有水面埋立免許を取り消すよう求めていた裁判で、広島高裁（金村敏彦裁判長）

は山口地裁の判決を支持し、原告には裁判を起こす資格がないと門前払いの判決を出した。公有水面埋立法で

は、埋立をする場合に漁業権者の同意を必要とすると決められている。山口地裁の判決でも、祝島の漁業者ら

は埋立予定地でタイなどの漁業に従事しているが、知事の許可を必要としない「一本釣り漁」の「自由漁業者」

で、漁業権者ではないと判断し、訴えを退けた。高裁はこの判決をそのまま受け入れた。しかし、この判断は

まったく形式主義で、実質的に祝島の漁業者らは生活が成り立たなくなるような被害を受けるのだ。裁判官の

形式主義によって、日本の権力者のわがままが許されている。（文責：向井 宏） 

 

●上関埋立で免許審査引き延ばしの知事訴えたが 広島高裁で原告敗訴 
山口県上関町の原子力発電所の建設計画にともなう公有水面埋立の免許の期限終了時に中国電力が免許延

長を申請したことに対して、山口県知事が延長審査の判断を 3 年間も先送りしたことが、山口県に対して損害

を与えたと原発建設に反対する住民らが訴えていた訴訟で、広島高裁の森一岳裁判長は、1 月 22 日、一審の

山口地裁判決を取り消し、原告の訴えを棄却した。山口地裁岩国支部の原判決では、知事の判断留保は、裁量

権の逸脱として、中国電力に補足説明を求める文書の郵送料 240 円を県に返還するよう求める判決が出されて

いた。この判決に対して、山口県は控訴して高裁で審理が続いた。住民は、一審で途中の手続が違法なら免許

は効果を失うはずとして、埋立予定地に中国電力が設置したブイなどの撤去を求めていた。高裁での逆転敗訴

で、県が 2019 年 7 月に出した上関の原発建設用地のための埋立免許は有効となった。中国電力は、工事再開

に必要な海上ボーリング調査を昨年 11 月にも実施しようとしたが、住民らの抗議行動で実質的なボーリング

調査に着手できない状態が続いている。（文責：向井 宏） 

 

https://goo.gl/GjWIjL
mailto:hirumo@live.jp
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4. 海の生き物に関する運動・行事・他の団体の情報 

 

【関東】 

◆江奈湾干潟観察会（モニタリング）&ゴミ回収活動 
今年 2 月～4 月の江奈湾干潟でのモニタリングとゴミ回収活動は以下の日程で実施します。この活動では、干

潟に棲む生き物や干潟を利用している生き物を、1 年を通して観察・記録し、干潟生態系とそれを利用する生

物の関係を把握することが目的です。干潟が初めての方も、ぜひご参加ください。主催：NPO 法人 OWS 

 

日時： 

1）2020 年 2 月 08 日（土） 09:15 集合 

2）2020 年 3 月 14 日（土） 10:15 集合 

3）2020 年 4 月 11 日（土） 10:15 集合 

 

場所：三浦半島江奈湾 

集合場所：京急バス・江奈バス停前 

対象者：中学生以上 ※保護者帯同の小学 4 年生以上参加可 

参加費：無料（昼食、飲物持参）※保険料 250 円別途 

★申し込み：ホームページからお申込みください。 

 

◆シンポジウム「海洋プラスチックごみから海鳥を守ろう！」＆OWS 企画展開催 
日本野鳥の会、法政大学人間環境学部主催のシンポジウムです。高田秀重先生（東京農工大学農学部 教授）

の基調講演をはじめ、横山代表理事もミッドウェー環礁からの報告として、海洋プラスチックによる海鳥や海

洋生物への被害についてお話しすることになりました。同会場にて OWS の企画展「海洋ごみについて考えよ

う」も開催しますので、ぜひご参加ください。詳細は野鳥の会ホームページを御覧ください。 

日時：2020 年 2 月 23 日（日）13:00～17:30（開場 12:30） 

場所：法政大学 市ヶ谷キャンパス G201 教室 ※会場へのペットボトルの持ち込みはご遠慮ください。 

参加費：無料（申込不要・定員 200 名） 

主催：日本野鳥の会、法政大学人間環境学部 

 
 

◆辺野古・大浦湾『ホープスポット』認定記念セミナー 
日 時： 2020 年 2 月 5 日（水）18 時半〜20 時半（18 時 15 分開場） 

場 所： ピースボート東京センター 東京都新宿区高田馬場 3-13-1-B1 

講 師： 安部真理子（日本自然保護協会 自然保護部主任） 

参加費： 一般 1000 円、学生 500 円（ワンドリンク付き） 

共 催：辺野古・高江を守ろう！NGO ネットワーク・公益財団法人日本自然保護協会・ジュゴン保護キャン

ペーンセンター 協 力：ピースボート 

問合せ・予約：ピースボート事務局 Tel:03-3363-7561 https://peaceboat.org/30895.html 

当日は、ドキュメンタリー映画「ZAN〜ジュゴンが姿を見せるとき」（2017 年、73 分 ）も上映します。 

地域の人々の思いや活動を知ると同時に、認定の決め手の一つとなったアオサンゴや生き物たちが育む 

美しい海の映像をお楽しみください。 

講師プロフィール：日本自然保護協会・自然保護部主任。2010 年 4 月から沖縄・奄美の問題や日本の沿岸管

理の問題を担当。1997 年に日本国内でのリーフチェック立ち上げ、コーディネーターをつとめている。沖縄

リーフチェック研究会会長、沖縄県サンゴ礁保全推進協議会理事、ラムサール・ネットワーク日本事務局次長 

 「ホープスポット」とは 

世界的に有名な米国の海洋学者シルヴィア・アール博士が 2009 年に立ち上げたプロジェクトで、世界で最も

重要な海域を設定して”保護の網”をかけることを実施し、現在は世界で約 110 カ所以上が認定されています。

辺野古・大浦湾の海には天然記念物のジュゴンが棲み、絶滅危惧種のウミガメ類が産卵のために上陸します。

チリビシのアオサンゴ群集、サンゴ礫が付着して成長する鍾乳洞など、貴重な自然が数多く残されています。

一方で、米軍の新基地建設工事が進み、貴重な自然や生き物たちとそのすみかが脅かされています。 

詳細：https://www.nacsj.or.jp/2019/10/17616/ 

 

http://www.ows-npo.org/higata-hozen/boshu.html
https://www.wbsj.org/activity/event/symposium-plastic/
tel:03-3363-7561
https://peaceboat.org/30895.html
https://www.nacsj.or.jp/2019/10/17616/
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【東海】 

◆2020 年度海藻おしば協会「春の勉強会」 
日時：2020 年 6 月 6 日（土）～7 日（日）の 1 泊 2 日 

場所：静岡県伊東市・伊豆高原学園と東伊豆海岸から南伊豆海岸での漂着海藻採集 

参加費：一人 7,000 円（この他現地までの交通費・1 泊 2 日の宿泊費などが必要です） 

     ※協会会員でない方は当日入会登録（諸経費約 4,000 円）で参加することができます。 

★問い合わせ＆参加申込先：〒211-0041 神奈川県川崎市中原区下小田中 3-13-14 

（株）オズ クリエイティブ内 海藻おしば協会事務局 尾澤征昭まで 

Tel：044-982-3177 携帯：090-3038-5439 FAX：044-982-3177 E-mail：oz038@tky3.3web.ne.jp 

2020 年 5 月 20 日（水）締め切り ※施設との事務手続きの関係上、できれば早めの申し込みを

お願いいたします。また不明な点がありましたら事務局までお問い合わせください。 

 

◆シンポジウム「地域の自然と生物多様性を守る条例の作り方」 
COP10 から 10 年が経過しようとしている現在でも、地域環境の保全及び生物多様性保全の進展状況は、地

域により様々です。そこで、先進的な地方自治体の例を参照しつつ、生物多様性を実行的に保全するための条

例の制定方法及び運用方法を検討します。 

参加自由、事前申込不要、入場無料です。主催：愛知県弁護士会 

 

日時：2020 年 2 月 27 日（木） 13:00 開場 13:30 開演（17:30 終了予定） 

場所：愛知県弁護士会 5 階ホール 〒460-0001 名古屋市中区三の丸 1-4-2 

地下鉄「丸の内」駅 1 番出口より徒歩 5 分・地下鉄「市役所」駅 6 番出口より徒歩 7 分 

プログラム 

第１部 

①導入報告・生物多様性保全に関連する愛知県内の裁判例と，生物多様性条例の具体例の紹介 

（愛知県弁護士会公害対策・環境保全委員会委員） 

②基調講演 

・「生物多様性保全条例の制定上の実務的課題について」幸田雅治氏（神奈川大学法学部教授，弁護士） 

・「生物多様性保全条例の制定・運用に関する法律上の諸問題について」 

北村喜宣氏（上智大学法学部地球環境法学科教授） 

第２部 パネルディスカッション 

導入報告と基調講演の内容を踏まえて，生物多様性の保全のために有効な条例のあり方と，その制定方法及

び運用方法について検討します。 

・パネリスト：幸田雅治氏、北村喜宣氏、生物多様性保全条例を制定した地方自治体の職員 2 名（予定） 

・コーディネーター：伊東正裕氏（愛知県弁護士会所属弁護士）、飯島吾郎氏（愛知県弁護士会所属弁護士） 

※なお、来場者の方からの質疑応答の時間も予定しております。 

 

【関西】 

◆地球温暖化を止めよう! 学習会 
日時：2020 年 2 月 7 日（金）9:00～12:00 

場所：大阪市生涯学習センター（大阪駅前第 2 ビル 5F 第 3 会議室） 

お話し：伊与田昌慶さん(CAN-Japan) 

主催：地球救出アクション 

連絡先：稲岡美奈子 090-7090-1857 

 

【九州】 

◆和白海岸探鳥会 
日時：2020 年 2 月 9 日（日）9:00～12:00 

集合場所：JR 香椎線和白駅前の和白公園 

参加費：日本野鳥の会会員 100 円、一般 300 円 

主催：日本野鳥の会福岡支部 

連絡先：電話 090-606-0012（山本） 

mailto:oz038@tky3.3web.ne.jp
https://www.aiben.jp/access/
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5. 海の生き物とその環境に関する出版物・CD 

 

●当真武著『サンゴ礁の植物 沖縄の海藻と海草ものがたり』 

発行：ボーダーインク pp.1 6 7  (201 9 ) \ 2 20 0 ＋税 
 

サンゴ礁の大型植物としては、海藻と海草が挙げられる。本書は、著者が長年にわたってフィールドで観察

してきたことを基礎に、沖縄で見られる海藻と海草を分かりやすい言葉で紹介したものである。海藻と海草（両

方とも’かいそう’といい混同されることが多いが、実はまったく違う植物。海草は陸上植物が再び海へ戻った

グループで、花も咲き実も成るが、海藻は、花は咲かず胞子で増える）の違いを知らない人が多い。 

海藻については、主に食用として利用されているアーサやヒジキ、オキナワモズクなど一つ一つについてそ

の生態や形態、生活環を丁寧に説明しているのは、自分たちが日頃食べている海藻を、新たな認識で見直すこ

とができる。沖縄における海藻の分布

を著者は調査と経験から、風と波あた

りによって統一的に理解することに

成功した。沖縄島の地形と風当たりで

多くの海藻や海草の分布を説明でき

る。 

海草については、沖縄で見られるほ

ぼすべての種について説明がなされ

ており、食用にはならないけれども十

分に関心を惹きつける。とくに海草は

唯一沖縄に残っている天然記念物の

ジュゴンの餌として知られている。海

草はサンゴ礁生態系の生産者である

と同時に多くの無脊椎動物や魚類の

生息地としてきわめて重要であるこ

とが説明されている。 

地球温暖化の原因である大気中の

二酸化炭素濃度を吸収する効果があ

ると注目されているブルーカーボン。

それは海の植物・藻場が二酸化炭素を

吸収していることをもっと評価しよ

うという運動なのだが、著者によると、

さまざまな理由で藻場は減少し続け

ている。あるはずの場所から海藻や海

草が無くなる海岸が、至るところで見

られる。埋立や海岸道路の建設、護岸

工事などの開発事業が浅海の藻場の

存在を危うくしている。そして、防潮

堤や海岸道路ができると陸からの栄

養塩の流入が止まり、それまで栽培さ

れていたモズクやアーサが生育しな

くなる。著者の警鐘は奥ゆかしく控え

めだが傾聴すべき指摘である。惜しむ

らくは本書にはいくつかの誤りが見られる。とくに海草の起源が「約 4 億 5 千万年前」という記述は、明らか

に誤りです。約 1 億年前とすべきです。誤りはいずれ修正されるでしょう。（向井 宏） 
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5 . 動物の親子を詞で知ろう（1 8 ） 久保田 信 
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 背腹を相当圧縮し、平らな体となった扁形動物門の代表格は、プラナリアです。清流や渓流の石をひっくり

返すと、石の表面を滑る様にスルスル動いて逃げる、細長くて薄っぺらい動物です。プラナリアは高校の教科

書で、再生能力のとても強い生物として登場するので、おなじみですね。実験的に、目玉がついた頭部を胴体

から切り離しても、両方とも死なないで、それぞれが失った部分を再生し、結局、倍の体に増えるから不死身

以上と言ってもよい動物ですね。頭部に縦に切れ目を入れると、切れ目の数だけの頭ができます。 

 扁形（へんけい）動物には水生の種が多いのですが、乾燥に耐えられて、陸上にも仲間が暮らしています。

一見すると、体の長いヒルの様に見えるコウガイビル類がそうで、湿っぽい場所に潜んでいます。1m にも達
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するものがいます。コウガイビル類は短く縮むと、ナメクジの様に見えます。彼らはミミズやナメクジ等を食

べています。 

 プラナリアやコウガイビルの様に、扁形動物門には自由生活性の種類が多いのですが、私たちにお馴染みの

寄生虫も相当多いです。その代表格は、サナダムシ等の条虫類や、ギョウチュウ等の回虫です。他には、クラ

ゲ類のゼラチン質の中や美味なウニの生殖巣に巣食う吸虫類もいます。寄生により腹痛程度ならまだしも、重

大な病気を引き起こす種もいます。その代表は、日本住血吸虫で、中間宿主が淡水性巻貝です。皮膚の切り傷

等から人体に潜り込めた幼生は、血中を動き回り、人体に悪影響をもたらします。特に、お腹に水をため風船

の様に膨れさせ、衰弱死させるので有名です。かつて甲府病などの風土病として知られてもいました。現在で

もエジプトのナイル川付近では、この近縁種が人に甚大な被害を与えているので、撲滅すべく研究が実施され

ています。人体だけに限らず、ハダムシなどは魚病を起こし、食品をだめにするものもいます。 

 この動物門においては、研究がまだ十分に進んでいない

のが海洋性の種で、知られざる多様な仲間がまだまだ潜ん

でいます。色も派手で美しい模様をし、石の下を這ってい

るもの、海藻の上にいるもの、砂粒の隙間で生活するもの

など、巻貝の外套腔に潜むものなど、それぞれが様々な生

活方法をとって、それぞれに応じた体型になっています。

それらの中でも、最も下等だとされている無腸類は、その

名の通り、体内に全く腸が形成されておらず、他の仲間と

比較しても複雑な構造が見られません。系統的には、無腸

類は、進化の過程で初めて誕生した多細胞動物であろうと

されている変わり種です。 

 こういった扁形動物が世界に何種いるのかは実はまだよ

くわかっていません。この門全体で約 25000 種が記録され

ています。しかし、生活史が複雑なものでは、親と似つか

ない幼生を出すので、親子関係が不明なままです。サイズ

幅が大きく、体長 1mm に満たない微小なものから、数十

m に及ぶものまで知られています。 

 異質な幾つかの仲間から構成されるこの門ですが、共通

の特徴が認められます。まずは、どの種にも口が一つしか

あいていなくて、肛門の機能もここでなされていることで

す。そして、人間と同じく、左右相称になっている点です。

脳が分化し、神経系も規則的な梯子状になっています。自

由生活性のものは運動性にも優れ、捕まえようとすると、

素早く逃げ去ります。筋肉もよく発達しているのもこの敏

捷性に役立っています。でも、てごわい肉食性は避けて、

弱った生き物や死んだ生き物を食べています。また、高等

動物と同様に中胚葉が形成され、三胚葉性です。更に不思

議なのは、ほぼ全ての種が雌雄同体なのです。 
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ΜḊΠϦω0.3 Μ̒Ψϣ Φϛχ ρψᾠμοϜʺ Υḁ ΰο ρ αἹτσμθρΦτψ Τ̋σ

Ϥ ήΜψγπβʻ ϣψςάτԜϦοΜϥχΤʺ “ᾆẕϬ╥―τᴠ Ϭ οοʺ ᵰϬ ΰᵕϤϘ

ΰθʻ Ḱτ βϥ πψʺ ᵥ Τϣ ήϦϥᴟᶘ τԏΤϦοל βϥʺρΜ

ΞᾆẕⱧ ΥΚϤϘΰθχπʺϢϤ Μ τ ΰθῇτʺ ḧ τӱ βϥχπψσΜΤʺρϜ―

ΠϘΰθʻϜΰζΞσϣωʺ χ ựπ ήσᾤ ΥᾋνΤϥιϧΞΰʺ ӡΥ‰Μϕς Φ

σᾤ ϒρ Υ ᴟΰοΜϥΤϜΰϦσΜʻζΞ―Πο ӡ τПЃжϹϱχ ΦήϬ μοᵕ

μθχπβΥʺὫᴮψΤϭωΰΨΚϤϘδϭπΰθʻάχᴠ τψΜϧΜϧσ ΥΚϥχπβΥʺᴡ

ρΜμοϜʺṘρψΜΠʺ 10 ῇχᾤ Υ ḧ πᾋνΤϥχπβ(ּא ͍)ʻּא ͍χ₮ψԁ

σЂϱЇχПЃжϹϱ(θιΰʺ ρ ᶌ Υ ΰοʺԁ

ᾋʺᶌχ Υ ϤσΜϢΞτᾋΠϘβ)πʺζχ֒ Υ ḴπṘ

τᾋνΤϥ ἷᾤ πβʻᶌτ Μ Υ μοΣϤʺ Τρ◘Μ

ϘΰθΥʺ χ ϞᶌχἹ ΤϣПЃжϹϱτӸΜΚϤϘδϭ  ̒

 

Ш ʝ Ẏ (̱ )

ᾛ (̱ )

ֻ ᷂ ẏ Ӕ ῑῴ 

 

 

 “ᾆẕχ τ Ϧϥ τʺϜΰΤβϥρʺρ Ϭ ΪοΜθ

ΥΚϤϘΰθ ζ̒Ϧψ ϯЅϯᴛ χḵ ḧ Ἢ Ϭ β

ϥρᾠμοϜ Μ ᾧ̋ ЭжЂϺϱрЀχЀкИ˔πβ ƈ̒ΞϙϋϥϜƉ240‹χƈ₈Ὦχᵤχ Φ Ɖ

πʺΰӻ Υּא ρẶτᵔ Ϭ ΤϦοΣϣϦϘβχπʺ ΰΨψζκϣϬέ ΨιήΜʻ τϢ

μοψ ԁ Ϭ Ξϕςʺ ΦσЀкИ˔Ϭ⌠ϤϘβ Ѐ̒кИ˔χ τψϸЂϹϱ ϞϱЩИЄʺ

ϱЄЍЌЬϹϱσςʺ Ψᵭ Υ ϘμοΣϤʺПЃжϹϱϜ Ϭ μ₅ϭπΜϘβʻάχ ᵭχ

χ τʺ ήσПЃжϹϱΥԜϦοΜϥχπψσΜΤρ―ΠθχπβΥʺЭжЂϺϱрЀΥạσΜ

ᵤḰπϜПЃжϹϱψᾋνΤϤϘβχπʺΚϘϤṍ ΰοΜϘδϭπΰθʻστϢϤϜʺЀкИ˔Ϭέ

μζϤ Υβ ᵗ ⅜ ϬΰσΪϦωσϤϘδϭʻθιχ◘Μ ΦΥἋ ϤτσϤζΞπʺ ᶊ τ⅜

τ︣Ϭ ΪθχψʺПЃжϹϱρνΦΚΜ◐ϛο͑ χάρπΰθʻ▀ ṍΥ ϩϥ͒Ὦ Τϣ͓

6. ї (̝8) 西濱士郎 
 

http://9765145552aa0409.lolipop.jp/wp-content/uploads/pdf/umihirumo240.pdf
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ὮτʺЭжЂϺϱрЀχЀкИ˔τ Ϭ Μοʺ χ χ Φ Ϭ ίϣΜτΰϘΰθʻⱱκṑμθ

ЂрФиΤϣʺЭжЂϺϱрЀχ ḧτ ϘμοΜθ₳ρ ήσ Φ Ϭ ο Μ ΰοʺם ᾒ Ố

ᴞπ ΰθράϧʺеЀϵР Ϟ ʺϸЂϹϱ σςχ ʺⱲτψМЉχԁ σςʺ ˑ

σ Ἢχ θκτ₤αμοʺ ͑ χПЃжϹϱΥᾋνΤϤϘΰθ(ּא ͎)ʻ 

 

 
Ш ⱨᾜ ֻ ḹ Ш ֿ 

 

אּ  ͍χ ἷᾤ ρ τʺ ͑ χᾤ τϜᶌτ Μ ΥᾋϣϦϘβʻ ϬΰοΜϥ

ρΦτʺάχ Μ Υ μοΜσΜʺᶌ Υ ᶬ χ Υ₤αμοΜϥάρτṓ ΦϘΰθʻּא ͎

χ֒Τϣ͎ ρʺ₮ χᾤ πβʻᾤ ӰιϧΞρ―Ποʺ Ƌὓ χⱲτϘρϛοΰϘΜϘΰθ

Υʺῇ ψάχםʺ νχЌϱФψ ιΪπψσΨο χᵰᾋτϜԏΦὋΥϦοΜϥάρʺӹ

τΤσϤ ϦοΜϥάρʺ ᶖ ΥṞΦοΜϥᴦ σςΥʺ ᶘχ ׇὲ○ήϭ( Ⱳ ᷊

ᶘ)ϣχᾆẕτϢμο ϣΤτσϤϘΰθ(Okoshi and Hamaguchi 2006)ʻ♆ΥПЃжϹϱϬӌμο

Μθ 1980 τψ ӹ̋ ◓ᵔ ψ︣χ ΤσΜṪ πΰθΥʺδϛο ЌϱФ τṜ ΰοΣΪω

ΤμθρᵛϞϘϦϘβʻṓΥ Μθάρψʺςϭσ₩⇔σάρπϜ Φ ϛοΣΨάρʻꜛ ᴬᶘτᾢ

ϣγΚϣϠϥ πʺζΰο ᶨπϜ Ⱨσάρπΰθʻ 

 ράϧπ τϜ ΜθρΣϤʺּא ͍χ ΦσПЃжϹϱπψʺᶌχἹ ӰΥṞΦοΜϘβʻάχ

ϜʺΜγϦϘθʺϘρϛο ΦθΜρ◘μοΜϘβʻ 

 

╥― ᾅ 

Okoshi, K., Hamaguchi, M. 2006. Two Morphological and Genetic Forms of the Japanese Chiton 

Acanthopleura japonica. VENUS (Journal of the Malacological Society of Japan) 65(1/2): 113-122. 

doi.org/10.18941/venus.65.1 -2_113 
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7．事務局便り 

 ̧ 「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思われる方は、事務局

までご連絡ください。また、最近メールが届かないことが増えています。引っ越しや転職、退職などで

メールアドレスが変更された方は、お知らせ下さい。 

 ̧ このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでいただくために転

送をお願いします。ただし、写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡ください。 

 ̧ 企画案などその他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 

 ̧ 本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催をお手伝いでき

る方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ご一緒に講演会や観察会をしたいと

思われる団体からも提案をお受けします。 

 ̧ 本会に寄付をお寄せください。口座は会費と同じです。送金内容について事務局までご一報ください。 

 

 

 

8．編集後記 
9

 

 2

3  

2

 

 

 先日、歩道の植え込みで沈丁花を見ました。濃紅色のつぼみは、ほとんどが開花前でしたが、一つ二つと白い花弁を開

いているものも見受けられました。この花が満開になり香りがただよい始めると、春遠からじ、と、思わされます。秋に

は金木犀、春先には沈丁花や梅。実はみんな、大陸から持ち込まれた歴史的移入種です。梅は遣唐使が持ち帰ったとされ

ており、沈丁花は室町時代以前、金木犀は江戸時代に持ち込まれたと図鑑で読みました。私たちの季節感に根付いたこう

した木々の花も、近頃では残暑や暖冬のためでしょうか、金木犀が咲く時期が遅れてきたり、沈丁花は早く咲くようにな

ったり、と、気候変動の影響を受けているようです。海の生き物がどのような影響を受けているのか、どうすれば守れる

のか。｢うみひるも｣を通じて、これからも情報発信のお手伝いを続けなさい、と、沈丁花に言われたような気がしました。

（西） 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

ὃ  

 

会 員 募 集 中 

Ẏҹ 

 

http://9765145552aa0409.lolipop.jp/wp-content/uploads/pdf/wadatsumi002.pdf
https://higata.tokyo/index.html
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 ̝ᴣǶ ̝ǵ ǲ ֿǮǔȒΉ˲ɵᶧ̱ǯǞȅǠƳ₴̝ ǶΉ˲ 2,000ЛƲᶧ̱ 20,000ЛƳӤ

ǲȏȒ֓қȉ֯׀ Ƴ̝ᴣǶƲֺ᷂Ǯ ǵ ǯǤǵ ṑșͪ ɵͪЋǠȒ Ҳș ǋƲǤǵǦȈ

ǵҞ șǠȒǚǯǓǮǔȅǠƳЊ̝₁ ǵ ǶƲ˗ҵᾯȅǮƲ Ʋ̮׀ ƲɟɶɩȠɇɪȷ

șǑ ȐǢǖǧǜǋƳ 
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